
２
０
４
０
年
に
か
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る

な
か
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
増
や

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
一
方
で
、
労
働
力
供
給
に
制
約

が
生
じ
、
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
が
困
難
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

社
会
保
障
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、Society

5.0

実
現
の
鍵
と
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
革
新
」
と
「
多

様
な
人
々
の
想
像
／
創
造
力
」
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、

社
会
保
障
に
対
す
る
明
る
い
展
望
を
開
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
、

政
府
が
取
り
ま
と
め
る
主
要
政
策
方
針
「
骨
太
方
針

２
０
１
９
」
お
よ
び
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
９
」

に
経
団
連
の
主
張
を
反
映
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
提

言
「
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
社
会
保
障
の
安
心
確

保
に
向
け
て
」
を
今
年
４
月
に
取
り
ま
と
め
た
。

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
改
革
を
通
じ
た

生
産
性
の
向
上

介
護
分
野
を
中
心
に
人
材
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難

と
な
る
見
込
み
の
な
か
、
生
産
性
を
高
め
る
視
点
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
等
の
新
技

術
の
利
活
用
に
よ
っ
て
、
介
護
現
場
に
お
け
る
職
員

の
負
担
軽
減
と
生
産
性
向
上
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

推
進
に
向
け
て
、
事
業
者
、
利
用
者
、
自
治
体
等
の

関
係
者
の
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
、
当
該
技
術
の

活
用
に
よ
る
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン

ス
の
構
築
と
「
見
え
る
化
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、

開
発
か
ら
改
善
に
至
る
一
貫
性
の
あ
る
政
府
の
支
援

策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
介
護
記
録
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
や
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
等
の
推
進
も
介
護
現
場

の
業
務
効
率
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
も
求
め
ら
れ

る
。
現
状
で
は
、
自
治
体
ご
と
に
提
出
を
求
め
ら
れ

る
書
類
の
様
式
や
量
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
え

て
、
紙
媒
体
で
の
提
出
が
必
要
で
あ
り
、
現
場
の
介

護
職
員
に
大
き
な
負
荷
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
課
題

解
決
の
た
め
に
は
、
書
類
の
様
式
の
統
一
を
図
っ
た

う
え
で
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
方
を
巻
き
込
ん

だ
一
元
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
速
や
か
に
構
築
す
る

こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
。

提

言

審議員会副議長・社会
保障委員長（当時）／大和
証券グループ本社顧問

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た

社
会
保
障
の
安
心
確
保
に
向
け
て

社会保障委員長
明治安田生命保険
会長

社会保障委員長（当時）
SOMPOホールディン
グスグループCEO

鈴木茂晴
すずき しげはる

鈴木伸弥
すずき のぶや

櫻田謙悟
さくらだ けんご
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健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸

健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
個
人
の
人
生
の
満
足
度
を

高
め
る
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
通
じ
て
、
経
済
・
社
会
の
活
力
の
維
持
・
向
上
に

資
す
る
。
健
康
寿
命
延
伸
の
施
策
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
最
新
の
知
見
に
基
づ

い
た
施
策
の
実
施
や
研
究
開
発
の
推
進
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

施
策
の
１
つ
と
し
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
効
果
的

な
活
用
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
市
町
村

国
保
に
お
い
て
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
な
ど
の
取
り

組
み
を
客
観
的
な
指
標
で
評
価
し
支
援
金
を
交
付
す

る
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」
が
あ
る
。
こ
の
評
価

指
標
に
つ
い
て
、
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
方
向
で
見
直
す
こ
と
も
有
効
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
施
策
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で

は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
全
般
に
わ
た
る
健
康
、
医
療
、

介
護
デ
ー
タ
等
の
活
用
の
基
盤
構
築
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
健
康
増
進
に
関
連
し
た
施
策
の
な
か
に
は

保
険
料
な
ら
び
に
公
費
が
投
入
さ
れ
実
施
さ
れ
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
施
策
に
つ
い
て
は

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
目
的
に
照
ら

し
確
実
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か
、
不
断
に
効
果

検
証
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際
、
効

果
検
証
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
評
価
指
標
の
改

善
・
開
発
の
観
点
か
ら
も
、
信
頼
に
足
る
エ
ビ
デ
ン

ス
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

将
来
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
見
据
え
た
取
り
組
み

近
年
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
高
齢
単
身
世
帯

の
比
率
の
上
昇
へ
の
対
応
は
、
医
療
・
介
護
分
野
に

と
ど
ま
ら
ず
、
重
要
な
社
会
的
な
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
特
に
、
２
０
２
５
年
に
約
７
０
０
万
人
前
後

（
６５
歳
以
上
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
に
相
当
）に
達

す
る
見
通
し
の
認
知
症
高
齢
者
を
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
く
観
点
か
ら
の
施
策
展
開
が
重
要
と
な
る
。

経
団
連
社
会
保
障
委
員
会
の
委
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
企
業
が
認
知

症
を
重
大
な
社
会
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
各
分
野

に
お
い
て
認
知
症
に
関
連
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
以
外
に
も
、
各
社
に
お
い
て

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を
は
じ
め
と
し
た

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
求
め
ら
れ
る
認

知
症
施
策
の
方
向
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
認
知
症
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
認
知
症
高
齢

者
の
生
活
の
安
心
確
保
、
革
新
的
な
治
療
薬
等
の
研

究
開
発
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
等
の
声
が
聞
か

れ
た
。

認
知
症
施
策
に
加
え
て
、
今
後
は
、
高
齢
単
身
世

帯
の
増
加
等
を
背
景
と
し
た
、
将
来
の
医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

あ
り
方
も
課
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
例
え
ば
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
の
推
進
等
、
デ
ジ
タ
ル
革

新
と
地
域
の
知
恵
・
工
夫
で
住
民
の
安
心
感
を
高
め

る
と
い
う
発
想
が
重
要
と
な
る
。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
確
立
に
向
け
て

今
後
の
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
安
心
確
保
に
向
け
、

こ
れ
ら
提
言
で
掲
げ
た
施
策
の
実
現
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
成
果
や
改
革
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
、
急
速
な
高
齢
化
に
直
面
す
る
諸
外
国
に
と
っ
て

も
有
用
な
も
の
と
な
り
得
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
う
え
で
、
給
付
と
負
担
の
適
正
化
に
向
け
た
議
論

も
不
可
避
で
あ
り
、
経
団
連
で
は
引
き
続
き
財
源
、

給
付
の
あ
り
方
も
含
め
た
包
括
的
な
検
討
を
続
け
、

今
後
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

※本提言については、http://www.keidanren.or.jp/policy/2019/033.html参照

図表 認知症高齢者等に対する企業の取り組み状況
（経団連実施アンケート調査に基づく※）

※経団連「認知症対策等の実態把握に向けたアンケート調査」（調査対象：社会保障
委員会の各委員〈約１８０社、団体〉、回答社数：４６社、団体〈回答率 約２５％〉、調査
時期：２０１９年２月）

�ユニバーサルデザインに配
慮した店舗づくり
�認知症高齢者の顧客への応
対マニュアルの策定
�任意後見制度の利用をサポ
ートする信託の提供 等

金
融

�MCI発症からの金銭給付、
損害賠償責任を補償する保
険商品のほか、付帯サービ
スとして、以下を提供
�自身での認知機能チェッ
クツール
�予防コンテンツを網羅し
たウェブサービス 等

保
険

�ユニバーサルマナーハンドブックの
作成と従業員への周知
�関連資格取得への支援 等

小
売

�認知症の早期発見・診断に資する技
術の研究開発を推進中
�記憶力の維持に対し有効とされる化
学成分を含有した食料品・サプリメ
ントを製造・販売

製
造

�アルツハイマー型認知症の進行を抑
制する医薬品の提供
�軽度アルツハイマー型認知症および
MCIを対象とした根本治療薬を開発
中

医
薬
品

2019・651

http://www.keidanren.or.jp/policy/2019/033.html

